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1) はじめに

彗星は氷とダスト(塵)で構成されており、 太陽に近づくと,ガスやダストを放出する。彗星に

は軌道の違いによって短周期彗星と長周期彗星がある。長周期彗星に比べ、短周期彗星は太陽の

近くで長い間, 太陽の熱をうけているため、 ガス、 ダストの放出に違いがあると考えられる。

本研究では,ガスによる光を多く含むBバンドと,ダストによる光の割合の多いRバンドで彗星を

観測し、明るさや形状の違いについて考察した。

2) 観測・解析

2-1) 観測

2009 年 3 月 28 日、東京大学木曽観測所

で 105 ㎝シュミット望遠鏡,2KCCD カメラ

を使用し、表 1 の彗星を観測した。フィ

ルターは B バンドと R バンドを使用した。

2-2) 解析

・B バンドと R バンドの明るさを比べるために次の処理

[1] 一次処理(バイアス処理、フラット処理)； [2] 
ぞれ画像の彗星の位置を合わせる)； [3] Sky を引

るため,差し引く）； [4] B バンドの画像を R バンド

・ガスとダスト明るさの比の指標を作る。 
彗星核と光の反射特性の似ている小惑星（D タイプ

比を求める。

3) 結果

得られた結果を図 1 から図 6 に示す(Borrelly を除く

ドの明るさの比を示している。D タイプ小惑星の B バン

った。彗星のダストと D タイプ小惑星の光の反射特性が

ガスの明るさの比が高いと言える。図 5、図 6 は以前に

B バンド割る R バンドの画像から次のようなことが分

[1] 鹿林彗星(長周期)が 1 番ガスを放出していた；

比較的日心距離が短い彗星 Gunn(短周期)だった；

に近い； [4] 鹿林彗星は観測日によりイオンテイル
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表１ 観測対象と観測状況
を行った(マカリ、DS9 を使用)
画像切り取り(R バンド,B バンドでそれ

く(撮った画像には空の明るさが含まれ

の画像で割る（明るさの比を求める）

）の B バンドと R バンドの明るさの

)。疑似カラーにより B バンドと R バン

ドと R バンドの明るさの比は 0.35 であ

同じと仮定すると,0.35 より高い数値は

木曽観測所で観測されたデータを使用。

露光時間(秒) 日心距離（AU）

elly 180 2.813 
ld4 150 2.314 
n 240 3.117 
3 
星）

120 1.681 

3 180 6.415 
かった。

[2] 2 番目にガスの放出が多かったのは

[3] 鹿林彗星のコマの中心は 0.35 
とダストテイルの見え方が変わる。
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4) 考察

・長周期彗星である鹿林彗星は予

じ長周期彗星の C/2005N3、短

短周期彗星よりも長いためでは

・同じ短周期彗星の中でも日心距

期彗星よりも太陽に接近してき

多く放出したのではないか。

・鹿林彗星の核の付近が 0.35 と

付近でダストが多く分布してい

・鹿林彗星の尾の見え方について

方は,是非, 発表・ポスターをご

5) まとめ

Bバンドと Rバンドでの画像か

次のようなことが分かった。[1] 長
た； [2] Gunn は他の短周期彗星

日心距離が長すぎるために,あまり

には、ダストが多く分布されてい

も解明できた。
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ガスを放出していた。だが同

ない。これは日心距離が他の

出している。Gunn は他の短周

氷の保有量が多いためガスを

された光を捉えているか、核

では割愛します。興味のある

質の違いを調べた。その結果、

彗星が最もガスを放出してい

ではないか； [3] C/2005L3 は

いのか。[4]鹿林彗星の核付近

の尾の見え方の違いについて
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